
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

【現状】
〇挿絵などから事柄の順序を捉え、登場人物や場
面の大体の様子を掴むことができている児童が多
い。

〇読むことの学習では、児童から出てきた疑問を
学習課題に設定することで、児童が学習の見通し
をもって意欲的に学習に取り組みやすくなってい
る。

【課題】
〇助詞や促音、拗音などを活用する力は、まだ不
十分である。
〇ひらがなを使って、自分の考えを文にすること
が難しい。

◎発問した後は、子どもたちが自分の考えをまとめる時間を
必ず確保する。
◎発言を聞く際のルールを再確認し、友達の考えを集中して
聞くことができるようにする。

〇引き続き、ノート指導や宿題等でひらがなを使った言葉集
めや日記に取り組み、定着を図る。

第２学年

【成果】
・振り返りチェックシートは活用でき
なかったが、自分で調べたり、考えた
りすることはできた。
・eライブラリーやミライシードを活
用して、反復練習をすることで、個人
差はあるが基礎的な知識を身に付ける
ことができた。

【課題】
・正しい平仮名や片仮名、既習の漢字
を文章の中で書けないことがある。
・促音、長音を適切に使えず、誤字脱
字がある児童がいる。

【現状】
・新出漢字の練習は意欲的に取り組めている児童が多
い。
・書くことにおいては、個人差はあるもののほとんど
の児童が意欲的に日記や自分の考えを書くことができ
る。
・物語や説明文については、初発の感想から出た疑問
を解決するために、読みすすめられる児童が多い。
【課題】
・漢字の意味を理解していなかったり、同音異義語が
未履修だったりするので、文章中の漢字に間違いが多
い。また、小漢字テストの結果にも大きな差がある。
・句読点や鍵括弧、段落の使い方を理解し、順序だて
て文章を書けない児童が多い。

◎句読点や鍵括弧、段落の使い方など、文章を読み返す視点
を指導する。ペアで文章を読み合い、間違いに気付きやすく
し、自分で訂正できるよう指導する。また、文章の構成を試
行錯誤する時間を設ける。

○新出漢字に取り組む際に、熟語を練習したり、毎週末、日
記の宿題に取り組み文中で活用したりできるようにする。ま
た、家庭と連携して漢字テストの結果を保護者が確認する仕
組みにし、協力して漢字の定着に取り組む。

第３学年

【成果】
〇考えを整理する時間を設定
することでペアや少人数グ
ループで話し合う活動では、
自分の意見を伝え、積極的に
活動に参加する児童が多かっ
た。

【課題】
〇促音や長音、助詞を適切に
使えない児童がいる。

〇文章を書くときに習った漢
字を使って書くことが苦手な
児童がいる。

【現状】
〇物語文を意欲的に読み、自分の考えを伝え合う
ことができる児童が多い。

〇話し合い活動では、自分の意見を伝えたり、友
達の話を聞いたりすることがよくできる。

【課題】
〇新出漢字の学習に意欲的に取り組む児童とそう
でない児童の二極化が起きている。

〇既習漢字を使って文章を書くことに対して苦手
意識がある児童が多い。

〇文章を書くときに促音、長音が抜けてしまう児
童が多い。

〇行事などの振り返りなど、短作文を書く機会を国語の時間
以外にも設ける。

〇定期的に漢字の小テストを実施する。実施前に、範囲を伝
え復習する機会を設けるとともに、授業中に漢字のゲームを
行い習熟を図る。また、単語のみにならないよう、文章中に
出てくる言葉の小テストも行う。

◎振り返り項目を提示しながら、学習の振り返りを書く時間
を設ける。そのときに、友達の意見を聞いて思ったことな
ど、自分の考えの変化についても書けるようにする。

第4学年

【成果】
〇定期的に漢字の小テストを
実施したことで、集中して漢
字学習をする時間を確保する
ことができた。
〇学習を振り返る時間を設け
たことで、分かったことや疑
問に思ったことをメタ認知で
きる児童もいた。
【課題】
〇学習した漢字を、文章を書
く際に活用することができな
い児童が多い。
〇段落相互の関係や場面の変
化を捉えて読むことに難しさ
を感じる児童が多い。

【現状】
〇自分の考えを文章に書き表す際、学習した漢字
を活用せずにひらがなで表記している。
〇段落相互の関係や場面の変化を捉えて読むこと
に難しさを感じる児童が多い。

【課題】
〇漢字の成り立ちや意味を意識せず、漢字の形や
読み方だけに注意して漢字練習を行っているた
め、文章の中で活用する力が弱い。
〇筆者の考えやその根拠となる事例の関係、登場
人物の気持ちや場面の変化などを理解しながら教
材を読むことを意識していない児童が多い。

〇引き続き、定期的に漢字テストを行い、漢字を練習して定
着を図る時間を確保する。
〇進出漢字を学習する際、漢字の成り立ちや意味も確認し、
どのようなときに活用するか例を考える活動を取り入れる。
〇学習計画を立てるときに、今回の単元ではどのような国語
の力が必要か児童に提示し、単元の終わりにその力が身に付
いたか振り返ることで、身に付いた力が明確になるようにす
る。

◎説明文では、段落を色分けしたり、文章構成図を示したり
することで、段落の相互関係を視覚化して捉えやすいように
する。
◎物語分では、登場人物の気持ちや場面の変化に着目しなが
ら物語を読むことを指導し、自分が感じたことについて深く
考えられるようにする。

第5学年

【成果】
○文章の中で既習漢字を適切
に使う力が身に付いてきてい
る。

〇調べたことや自分のもって
いる知識を活用して具体的に
自分の考えを書くことができ
る児童もいる。

【課題】
○漢字の習得は個人差があ
る。

○振り返りを書く際に具体性
に欠ける児童がいる。

【現状】
○文章の中で既習漢字を適切に使える児童もいれ
ばそうでない児童もいる。また、読み方が同じ漢
字と誤用してしまうことがある。

○友達と意見を伝え合う活動に積極的に取り組
み、
活発に意見を交換することができている。

【課題】
○文章を読む際に、言葉に詰まってしまう児童が
いる。

○文章を書く際に、具体的に書ける児童が少な
い。

◎引き続き、友達と意見を共有しながら自分の考えをもた
せ、「いつ、どこで、どのように、どうして」を意識させな
がら、具体的に自分の考えを書くようにする。

○音読の活動をはじめ、文章を声に出す機会を設けて文字や
言葉のつながりに慣れさせるようにする。

○前学年までに学習した漢字も復習できるような文章題を練
習していくことで既習漢字の定着を図る。また、同音異義語
の漢字の問題を解けるようにする。

第6学年

【成果】
○自分の思ったことや考え
たことを言語化して言葉で
書き表せる児童が増えてき
た。

【課題】
〇成果の一方で、書くこと
については二極化してい
る。個別最適な学びを実践
するための手だての再考が
必要。

【現状】
○五年生時よりも、自分の意見を述べたり
書いたりすることに抵抗なく取り組んでい
る。

〇漢字の学習では、現状に満足せず日々継
続して練習に励む児童が増えた。

【課題】
○言葉での表現については前向きになって
きているものの、接続語や形容詞を使った
文章構成にはまだ課題が残る。

◎意図的に意見を伝え合う活動を設け、学びへの意欲
をさらに伸ばしながら確かな力(話すこと、聞くこと)
を身に付けさせるようにする。

○単元を通した言語活動を取り入れ、語彙を増やした
り豊かな表現力につなげたりする指導の工夫を行う。

○デジタルの良さと従来の指導の良さを十分に考えた
うえで活動を計画する。
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